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第 1 章
インストールを始める前に

このたびは FileMaker® ソフトウェアをお買い上げいただき、誠に
ありがとうございます。 FileMaker は情報を簡単、効果的に管理で
きる ように設計されています。

FileMaker のドキュメントについて
『インストールおよび新機能ガイド』では、FileMaker Pro 11 または 
FileMaker Pro 11 Advanced を Windows または Macコンピュータにイ
ンストールする方法とソフトウェアの新機能を説明しています。

メモ  このガイドでは、FileMaker Pro Advanced の特定の機能を説明
する場合以外は、「FileMaker Pro」を、FileMaker Proと 
FileMaker Pro Advanced の両方を指すものとして使用しています。

『FileMaker Proユーザーズガイド』では、すぐに効率的な作業に取
りかかるために必要な情報が記載されています。 FileMaker Pro の使
用経験がない場合は、『FileMaker Pro チュートリアル』を行って主
要な機能を試してみてください。 あらゆる情報を網羅した手順ごと
の操作と詳 細については、 FileMaker Pro ヘルプを参照してください。

『FileMaker Pro Advanced デベロップメントガイド 』では、
FileMaker Pro Advanced で利用可能なメニューのカスタマイズ、
テーブルのコピーとインポート、データベースデザインレポート、
データビューアを使用したフィールド、変数、式の監視など、追加
機能が説明されています。

メモ  ある機能または手順が特定のプラットフォームを対象として
いる場合は、説明および図もそのプラットフォームに固有の内容で
す。 両方のプラットフォームに共通する機能や手順については、
Windows または Mac OS のいずれかの図が表示されます。

FileMaker に関するドキュメントをダウンロードして参照するには、
www.filemaker.co.jp をご覧ください。
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このガイドについてのフィードバックをお送りになる場合は
www.filemaker.co.jp を参照してください。

サポートと情報
テクニカルサポートとカスタマサービスに関する情報については
www.filemaker.co.jp を参照してください。

1 FileMaker テクニカルサポートインフォメーション － [ヘルプ] メ
ニュー > [リソースセンター ]

1 FileMaker フォーラム － [ヘルプ ]メニュー > [FileMaker フォーラム ]

1 ビジネス、組織、教育用の既製ソリューションの検索 － 
developer.filemaker.com/solutions

1 FileMaker リソースの一覧 － www.filemaker.co.jp/support

1 FileMaker 製品の詳細とシステム条件 － www.filemaker.co.jp/
products

1 FileMaker ニュースレターの購読 － news.filemaker.co.jp

メモ  FileMaker Knowledge Base は英語のみです。 FileMaker フォーラ
ムは、英語、フランス語、ドイツ語、日本語で提供されています。

電話サポート
お客様のシステム構成がソフトウェアの最小システム条件を満たし
ている場合、FileMaker サポート担当者が、インストール、起動、
または再インストール（データ復旧を除きます）についてサポート
します。電話サポートについては、www.filemaker.co.jp/support を参
照してください。
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更新の通知
FileMaker Pro 11 は、7 日ごとにソフトウェアの更新を自動的に
チェックします。インターネット接続がある場合は、更新 Web 
ページにアクセスしてソフトウェアの更新をダウンロードできま
す。 [ヘルプ ] メニュー > [ソフトウェア更新の確認 ...] を選択して、
後で更新することもできます。

メモ  この機能はソフトウェアのインストールをするものではあり
ません。アップデータソフトウェアへのアクセスとダウンロードに
はインターネット接続が必要です。 

更新の通知を無効にするには、次のいずれかの操作を行います。

1 [更新の通知 ] ダイアログボックスで、[更新を自動チェックしな
い ] を選択します。

1 Windows の場合、[ 編集 ] メニュー から [ 環境設定 ...] を選択しま
す。 Mac OS の場合は、[FileMaker  Pro] メニュー から [ 環境設定 ... ] 
を選択します。 [一般 ] タブで、[更新が利用できる場合は通知す
る ] オプションの選択を解除します。 更新の通知を再び有効にす
るには、この設定を選択します。

更新の通知を無効にすると、[更新の通知 ] ダイアログボックスは
表示されません。

新しいバージョンの通知
FileMaker Pro 11 は、30 日ごとに新しいソフトウェアのバージョン
を自動的にチェックし、購入できる新しいバージョンがある場合は
ユーザに通知します。
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新しいバージョンの通知を無効にするには、次のいずれかの操作を
行います。

1 [新しいバージョンの通知 ] ダイアログボックスで、[新しいバー
ジョンについて通知しない ] を選択します。

1 Windows の場合、[編集 ] メニュー から [ 環境設定 ...] を選択します。 
Mac OS の場合は、[FileMaker  Pro] メニュー から [ 環境設定 ... ] を
選択します。 [一般 ] タブで、[新しいバージョンが利用できる場
合は通知する ] オプションの選択を解除します。 新しいバージョン
の通知を再び有効にするには、この設定を選択します。

新しいバージョンの通知を無効にすると、[新しいバージョンの通
知 ] ダイアログボックスは表示されません。

ライセンスキーについて
FileMaker ソフトウェアには、35 桁の英数字の固有のライセンス
キーが付属します。 ライセンスキーを、紛失しないようにご注意く
ださい。 ライセンスキーは、ソフトウェアの再インストールが必要
な場合に備えて安全な場所に保管することをお勧めします。

ライセンスキーは、DVD ケースの裏にあります。 電子ダウンロード
を使用してソフトウェアをインストールする場合は、注文確認メー
ルの指示に従ってください。 ソフトウェアをインストールするに
は、有効なライセンスキーを入力する必要があります。 

ライセンスキーは、一度に１台のコンピュータで本ソフトウェアの
コピー１部の使用が許諾されるエンドユーザライセンスアグリーメ
ントに従うために使用されます。詳細については、ソフトウェアを
インストールしたアプリケーションフォルダにある FileMaker Pro 
または FileMaker Pro Advanced のソフトウェアライセンスを参照し
てください。

同一のライセンスキーを使用してインストールされたアプリケー
ションのコピーがネットワーク上の別のコンピュータで実行されて
いる場合、FileMaker Pro アプリケーションに次のエラーメッセージ
が表示されます。 「現在、最大登録者数で この FileMaker Pro を使用
しています。」
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複数のコンピュータに FileMaker Pro をインストールするには、各
ユーザに個別のライセンスキーを使用するか、ボリュームライセン
スアグリーメントに基づいてライセンスを取得する必要がありま
す。 ユーザ１人に対して FileMaker Pro を１部ずつ購入する必要があ
ります。

機能を使用するための条件（Windows）
Windows 用の FileMaker Pro の機能を利用するには、次のソフト
ウェアが必要です。 

機能 必要なソフトウェア

電子メールアプリ
ケーションを使用し
た [メールを送信 ] ス
クリプトステップ

Microsoft Exchange、Microsoft Outlook、Microsoft 
Outlook Express および Eudora

メモ   この必要条件は SMTP メールには適用されません。

電話をかける ダイヤラまたは他の Telephony API（TAPI）対応のソフ
トウェア

ODBC 機能 Microsoft Data Access Components（MDAC）バージョン  
2.8 SP1（Windows XP）または Windows DAC 6.0
（Windows Vista）またはWindows DAC 6.1（Windows 
7）。 MDAC ソフトウェアを更新するには、Microsoft 社
のホームページを参照してください。

サードパーティの ODBC ドライバの使用については、
www.filemaker.co.jp/support/technologies を参照してくだ
さい。 FileMaker ODBC ドライバは、インストールディ
スクイメージの「 xDBC」 フォルダにあります。 ODBC 
機能の使用については、『FileMaker ODBC と JDBC ガイ
ド』、および FileMaker Pro ヘルプを参照してください。

QuickTime ムービーお
よび画像ファイルの
挿入

QuickTime 7.5 ソフトウェア（www.apple.com/jp から入
手することができます）
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機能を使用するための条件（Mac OS）
Mac OS 用の FileMaker Pro の機能を利用するには、次のソフトウェ
アが必要です。 

Windows でサポートされていない機能
Windows 用の FileMaker Pro では、[AppleScript を実行 ] および [読み
上げ ] スクリプトステップはサポートされていません。 また、 Bento 
からのファイルのインポートはサポートされていません。

機能 必要なソフトウェア

電子メールアプリ
ケーションを使用し
た [メールを送信 ] ス
クリプトステップ

Microsoft Exchange 、Mac OS Mail メールクライアント
ソフトウェア

メモ   この必要条件は SMTP メールには適用されません。

ODBC 機能 Actual Technologies の ODBC Manager
（www.odbcmanager.net からダウンロードできます）また
は Apple の ODBC Administrator Tool for Mac OS X。

Mac OS X バージョン 10.5 では、オペレーティングシス
テムの一部として ODBC Administrator がインストール
されます。 Mac OS X バージョン 10.6 では、ODBC 
Administrator は、www.apple.com/support からダウン
ロードできます。

サードパーティの ODBC ドライバの使用については、
www.filemaker.co.jp/support/technologies を参照してくだ
さい。 FileMaker ODBC ドライバは、インストールディス
クイメージの「 xDBC」 フォルダにあります。 ODBC 機能
の使用については、『FileMaker ODBC と JDBC ガイド』、
および FileMaker Pro ヘルプを参照してください。

Bento® からのファイ
ルのインポート

Bento 2 以降のサポートされるバージョン
（www.filemaker.co.jp からダウンロードできます）

QuickTime ムービーお
よび画像ファイルの
挿入

QuickTime 7.5 ソフトウェア（www.apple.com/jp から入手す
ることができます）
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Mac OS X でサポートされていない機能
Mac OS X 用の FileMaker Pro では、[電話をかける ]、[オブジェク
トを挿入 ]、[DDE コマンドを送信 ]、および [リンクの更新 ] スク
リプトステップはサポートされていません。

旧バージョンのファイルの開き方
FileMaker Pro 11 では、旧バージョンの FileMaker Pro で作成された
ファイルを開くことができます。 詳細については、FileMaker Pro ヘ
ルプを参照してください。

FileMaker Pro の旧バージョンからのアッ
プグレード
FileMaker Pro を旧バージョンからアップグレードする場合、アンイ
ンストールする前に新しいバージョンへアップグレードすることを
お勧めします。 

FileMaker Pro の旧バージョンからのアップグレード手順 

1. DVD ケースの裏にある 35 桁のライセンスキー、または送信さ
れた電子メールのダウンロードリンクを使用してアップグレー
ド版をインストールします。

2. プラグイン、辞書の情報、および環境設定を FileMaker の新しい
バージョンへ移動します。環境設定の移動についてはテクニカ
ルサポートインフォメーション（www.filemaker.co.jp/support）を
参照してください。

3. 最新バージョンのみを使用する場合は、旧バージョンをアンイ
ンストールします。
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最新バージョンへアップグレードする前に、旧バージョンのアンイ
ンストールを選択する場合、旧バージョンのライセンスキーを必ず
用意してください。 アップグレード用のライセンスキーで 
FileMaker Pro をインストールする場合、 インストーラはインストー
ルするコンピュータのハードドライブから旧バージョンを検索しま
す。旧バージョンが見つからなかった場合は、旧バージョンのライ
センスキーを入力するよう求められます。

ユーザ辞書の更新
旧バージョンの FileMaker Pro でユーザ辞書に単語を追加した場合
は、FileMaker Pro  11 でもその辞書を使用することができます。
ユーザ辞書の変換の詳細については、FileMaker Pro ヘルプを参照し
てください。

ボリュームライセンスでのインストール
ボリュームライセンスで複数の FileMaker Pro をインストールする
場合、またはサイレントインストールを行いたい場合は、処理を自
動化することができます。 FileMaker Pro DVD に含まれている
「Assisted Install.txt」ファイルを使用して、インストールダイアログ
ボックスをバイパスすることができます。 詳細については、
『FileMaker Pro ネットワークインストールセットアップガイド』を
参照してください。 ボリュームライセンスの詳細については、
www.filemaker.co.jp を参照してください。



第 2 章
Windows での FileMaker Pro 

のインストール
インストール作業を開始する前に、実行中のプログラムをすべて終
了し、作業内容を保存してください。 FileMaker Pro の最新情報につ
いては、DVD の内容を参照して「お読みください」を読むか、
www.filemaker.co.jp を参照してください。

インストール参考事項
FileMaker Pro をインストールする前に、次の参考事項を確認してく
ださい。

1 FileMaker Pro をインストールするには、管理者権限が必要で、管
理者のユーザ名ならびにパスワードを使用する必要があります。

1 ご使用のコンピュータでウィルス保護ソフトウェアが実行され
ている場合は、FileMaker Pro をインストールする前に終了し、
インストール後に再度実行してください。

1 デフォルトでは、FileMaker Pro は次のフォルダにインストール
されます。 

C:￥Program Files￥FileMaker￥FileMaker Pro 11 

インストール中に別のドライブまたは別のフォルダを選択する
ことができます。

1 デフォルトでは、FileMaker Pro Advanced は次のフォルダにイン
ストールされます。 

C:￥Program Files￥FileMaker￥FileMaker Pro 11 Advanced 

インストール中に別のドライブまたは別のフォルダを選択する
ことができます。

1 インストール中に、すべてのプログラム機能をインストールす
る [すべて ]、またはプログラムの一部をインストールする [カ
スタム ]を選択します。 たとえば、ディスクの空き容量を確保す
るために、特定の機能をインストールしないこともできます。
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1 インストールの開始時に、FileMaker Pro インストーラの言語
バージョンを選択します。 デフォルトで選択される言語バージョ
ンは、オペレーティングシステムの言語と同じです。 [すべて ] 
でインストールする場合は、選択した言語バージョンのみがイ
ンストールされます。 [カスタム ] を選択し、サポートされてい
る言語の一覧から他の言語パックを選択することで、追加の言
語バージョンをインストールできます。

1 アップグレードインストールまたはソフトウェアアップグレー
ドの実行前に、FileMaker ソフトウェアはハードドライブおよび
システムに接続しているボリュームすべてをスキャンして旧
バージョンを検索します。 複数のドライブまたはボリュームがあ
る場合は、このスキャンに数分かかる場合があります。

1 コンピュータに FileMaker Pro 11 評価版をインストールしている場
合は、FileMaker Pro をインストールする前にアンインストールす
る必要があります。 FileMaker Pro のアンインストールの詳細につ
いては、18 ページの「FileMaker Pro 11 の削除、変更、または修
復」を参照してください。

FileMaker Pro のインストール
FileMaker Pro をインストールするには、インストールプログラムを
使用する必要があります。ファイルをハードディスクにドラッグし
ても、FileMaker Pro はインストールできません。 

インストールされたすべてファイルのレジストリエントリとパスの
一覧を記録したインストールログファイルを作成する場合は、
FileMaker Pro をコマンドラインからインストールする必要がありま
す。 16 ページの「コマンドラインからの FileMaker Pro のインス
トール」を参照してください。
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FileMaker Pro をハードディスクにインストールするには : 

1. 次のいずれかの操作を行います。

1 ソフトウェアを電子的に入手した場合は、ファイルのダウン
ロード後にインストーラアイコン（.exe ファイル）をダブル
クリックします。

1 DVD を使用して FileMaker をインストールする場合は、DVD 
ドライブに DVD を挿入し、FileMaker DVD ウィンドウを開
いてインストーラアイコンをクリックします。

2. 画面の指示に従って FileMaker Pro をインストールします。

インストールの詳細については、 13 ページの「インストール参
考事項」を参照してください。

3. インストールが終了したら、[完了 ] をクリックします。

[ユーザ登録 ] ダイアログボックスが表示されます。

FileMaker Pro の登録
ご購入いただいた製品について、テクニカルサポートやバージョン
アップサービスを受けるためには、ユーザ登録を行っていただく必
要があります。プロンプトに従って、登録、製品、および詳細情報
を入力します。

クリックしてア
プリケーション
をインストール
します

クリックす
ると終了し
ます

クリックする
と DVD の内
容を参照でき
ます
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FileMaker Pro の評価版を試用している場合は、使用する前にソフト
ウェアを登録する必要があります。

FileMaker Pro の [ヘルプ ] メニューから [FileMaker Pro の登録 ] を選
択して、登録することもできます。 

コマンドラインからの FileMaker Pro のイ
ンストール
コマンドラインから FileMaker Pro をインストールして、インス
トールログファイルを作成するには、次の操作を行います。

1. DVD を DVD ドライブに挿入します。

2.  コマンドウインドウを開きます。

3. コマンドウインドウで、次のコマンドを入力します。

E:￥Files￥setup.exe /v“/Lr
C:￥FMP11InstallLog.txt”

ここで、「E:」は、 DVD ドライブを指します。 DVD ドライブに
別のドライブ文字を使用する場合は、その文字を「E」の代わ
りに入力します。

4. 画面の指示に従います。

「FMP11InstallLog.txt 」ファイルがハードディスクのルートディ
レクトリに作成されます。 このファイルは、ワードパッドまた
はワードプロセッサプログラムで表示することができます。 

Bonjour のインストールについて
Bonjour のサービスを使用すると、IP ネットワーク上のコンピュー
タ、デバイス、およびサービスを自動で検出することができます。 
リモートホストを検出できるようにするには、 Bonjour をインス
トールする必要があります。 
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Bonjour がインストールされていないか、またはサービスが実行中
でない場合、FileMaker Pro はリモートネットワークを検出すること
ができません。 たとえば、[共有ファイルを開く ] ダイアログボッ
クス内でホストされているデータベースを表示したり、外部データ
ソースとして使用するリモートファイルの一覧を表示できません。 

Bonjour がない場合は、リモートデータベースの IP アドレスを手動
で入力する必要があります。

FileMaker Pro のインストール中、インストーラは次の手順を使用し
ます。

1 Bonjour が検出されない場合は、インストーラによって警告が表
示され、Bonjour をインストールするようメッセージが表示され
ます。

1 FileMaker でサポートされていないバージョンの Bonjour のイン
ストールが検出された場合は、インストーラによって警告が表
示されます。 Bonjour を手動でアンインストールし、FileMaker で
サポートされているバージョンの Bonjour を手動でインストール
するようメッセージが表示されます。

1 FileMaker でサポートされているバージョンの Bonjour のインス
トールが検出された場合は、インストーラによる警告は表示され
ず、Bonjour のインストールは行われません。

Bonjour を手動でインストールするには、次の操作を行います。

1. FileMaker Pro インストールフォルダを開きます。

2. 「Bonjour」フォルダを開きます。

3. Windows のバージョンに基づいて32 ビットまたは 64 ビットフォ
ルダを開きます。

4. Bonjour セットアップアイコンをダブルクリックします。

5. 画面の指示に従って Bonjour をインストールします。
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ハードディスク上でのファイルの保存場所
FileMaker Pro インストーラにより、オペレーティングシステムおよ
び選択したインストールオプションに応じて、ハードディスク上の
複数のフォルダにファイルがコピーされます。 コマンドラインイン
ストールを実行してインストールログファイルを指定した場合は、
インストールされた各ファイルの保存場所を記録したインストール
ログファイルを参照することができます。

FileMaker Pro 11 の削除、変更、または修復
Windows XP のコントロールパネルの [プログラムの追加と削除 ]、
Windows Vista、または Windows 7 のコントロールパネルの [プログ
ラムと機能 ] を使用して、FileMaker Pro を削除したり、失われた
ファイルや壊れたファイルを自動的に修復したり、インストールす
る機能を変更することができます。 詳細については、Windows ヘル
プを参照してください。

FileMaker Pro を変更または修復する場合は、ライセンスキーを入力
するようプロンプトが表示されることがあります。

FileMaker Pro のキャッシュサイズの変更
FileMaker Pro は、データベースの一部を内部キャッシュに保持しま
す。 使用しているコンピュータのメモリ設定によっては、キャッ
シュサイズを変更してコンピュータのパフォーマンスを向上させる
ことができます。

次のような場合、キャッシュサイズを増加することをお勧めします。

1 作業するデータベースファイルのサイズが大きい場合

1 複数のデータベースファイルで同時に作業する場合

1 ホストとしてデータベースファイルを開く場合

1 多数のグラフィックを含むデータベースファイルを使用する場合

1 データベースファイルにサイズの大きいグラフィックを挿入する
場合
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限られたメモリ （RAM）量で複数のアプリケーションを同時に起
動する場合は、キャッシュサイズを削減することをお勧めします。

メモ  FileMaker Pro に割り当てるキャッシュサイズを増減させると、
FileMaker Pro の実行に必要なメモリ量も増減します。

メモリ管理方法の詳細については、コンピュータに付属のドキュメ
ントを参照してください。

FileMaker Pro で使用するキャッシュサイズを変更するには、次の操
作を行います。

1. FileMaker Pro の [編集] メニューから  [環境設定...] を選択します。

[環境設定 ] ダイアログボックスが表示されます。 

2. [メモリ ] タブをクリックします。

3. [ファイルキャッシュの変更 :] ボックスに数値を入力してから、
[OK] をクリックします。

次回 FileMaker Pro を起動すると、指定したキャッシュサイズが使
用されるようになります。

この後の作業を開始するにあたって
FileMaker Pro のインストール終了後、アプリケーションで直ちに作
業を開始することができます。 実際の作業に取りかかる前に、以下
を参考にしてください。

1 データベースを初めてご使用になる方は、『FileMaker Pro ユー
ザーズガイド』の第２章「データベースの使用」および第３章
「データベースの作成」をお読みください。ここではデータベー
スの基本概念が説明されています。

1 FileMaker Pro を初めてご使用になる方は、『FileMaker Pro チュー
トリアル』のレッスンを行ってください。 チュートリアルの PDF 
ファイルとサンプルファイルは、「日本語エキストラ」フォルダ
内の「チュートリアル」フォルダにあります。
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1 FileMaker Pro の使用経験がある方は、このガイドの第 4 章「新機
能」をお読みください。FileMaker Pro 11 で利用できる新しい機
能の概要が紹介されています。

1 FileMaker Pro Advanced をすでに利用しているユーザは、
『FileMaker Pro Advanced デベロップメントガイド』および 
FileMaker Pro ヘルプを参照してください。



第 3 章
Mac OS での FileMaker Pro の

インストール
インストール作業を開始する前に、実行中のプログラムをすべて終了
し、作業内容を保存してください。 FileMaker Pro の最新情報について
は、DVD の内容を参照して「お読みください」を読むか、
www.filemaker.co.jp を参照してください。

インストール参考事項
FileMaker Pro をインストールする前に、次の参考事項を確認してく
ださい。

1 FileMaker Pro をインストールするには、管理者権限が必要で、
管理者のユーザ名ならびにパスワードを使用する必要があります。

1 ご使用のコンピュータでウィルス保護ソフトウェアが実行され
ている場合は、FileMaker Pro をインストールする前に終了し、
インストール後に再度実行してください。

1 インストール中に、すべてのプログラムファイルをインストー
ルする [標準インストール ]、またはプログラムの一部をインス
トールする [カスタムインストール ]を選択します。 たとえば、
ディスクの空き容量を確保するために、特定の機能をインス
トールしないこともできます。

1 [標準インストール ] を選択した場合は、オペレーティングシス
テムと同じ言語の FileMaker Pro がインストールされます。[カ
スタムインストール ]を選択し、サポートされている言語の一
覧から他の言語パックを選択することで、追加の言語バージョ
ンをインストールできます。

1 アップグレードインストールまたはソフトウェアアップグレー
ドの実行前に、FileMaker ソフトウェアはハードドライブおよび
システムに接続しているボリュームすべてをスキャンして旧
バージョンを検索します。 複数のドライブまたはボリュームが
ある場合は、このスキャンに数分かかる場合があります。
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1 Apple Remote Desktop を使用すると、FileMaker Pro のコマンドラ
インからのインストール、またはリモートインストールを実行
することもできます。 詳細については、『FileMaker Pro ネット
ワークインストールセットアップガイド』を参照してください。

1 コンピュータに FileMaker Pro 11 評価版をインストールしている
場合は、FileMaker Pro をインストールする前にアンインストー
ルする必要があります。 FileMaker Pro のアンインストールの詳細
については、23 ページの「FileMaker Pro 11 のアンインストール」
を参照してください。

FileMaker Pro のインストール
FileMaker Pro をインストールするには、インストールプログラムを使
用する必要があります。ファイルをハードディスクにドラッグして
も、FileMaker Pro はインストールできません。

FileMaker Pro をハードディスクにインストールするには :

1. 次のいずれかの操作を行います。

1 ソフトウェアを電子的に入手した場合は、ファイルのダウン
ロード後にディスクイメージアイコン（.dmg ファイル）を
ダブルクリックします。

1 DVD を使用して FileMaker をインストールする場合は、DVD 
ドライブに DVD を挿入し、FileMaker DVD ウィンドウを開
きます。 

2. FileMaker Proのインストーラアイコンを探して ダブルクリック
します。 

FileMaker Pro イン
ストーラアイコン
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3. 画面の指示に従って FileMaker Pro をインストールします。

インストールの詳細については、21 ページの「インストール参
考事項」を参照してください。

4. インストールが完了すると、[ユーザ登録 ] ダイアログボックス
が表示されます。

FileMaker Pro の登録
ご購入いただいた製品について、テクニカルサポートやバージョン
アップサービスを受けるためには、ユーザ登録を行っていただく必要
があります。プロンプトに従って、登録、製品、および詳細情報を入
力します。 

FileMaker Pro の評価版を試用している場合は、使用する前にソフト
ウェアを登録する必要があります。

FileMaker Pro の [ヘルプ ] メニューから [FileMaker Pro の登録 ] を選択
して、登録することもできます。 

インストールログファイルの表示
インストールのログファイルを表示し保存するには、インストーラ
のウィンドウの [ウインドウ ]メニュー > [インストーラ ログ ] を選
択します。 エラーと進行状況の両方、またはエラーのみ、またはす
べてのログを表示できます。 

FileMaker Pro 11 のアンインストール
FileMaker Pro 11 をアンインストールするには、次の操作を行います。

1. FileMaker Pro 11 または FileMaker Pro 11 Advanced フォルダとす
べての内容をアプリケーションフォルダからゴミ箱にドラッグ
します。
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2. FileMaker Pro または FileMaker Pro Advanced の環境設定ファイル
をゴミ箱にドラッグします。 

環境設定ファイルのパス名は、次のとおりです。

FileMaker Pro の場合 : <ホーム >/ライブラリ /Preferences/
com.filemaker.client.pro.plist 

FileMaker Pro Advanced の場合 : <ホーム >/ライブラリ /
Preferences/com.filemaker.client.advanced.plist 

FileMaker Pro のキャッシュの調整
Mac OS では必要に応じて動的にアプリケーションにメモリが割り当
てられるため、FileMaker Pro アプリケーションに特定の量のメモリを
割り当てるように設定することはできません。 ただし、FileMaker Pro 
のキャッシュサイズを調整することは可能です。

次のいずれかの項目を実行する場合は、キャッシュサイズを増やす
ことができます。

1 作業するデータベースファイルのサイズが大きい場合

1 複数のデータベースファイルで同時に作業する場合

1 ホストとしてデータベースファイルを開く場合

1 多数のグラフィックを含むデータベースファイルを使用する場合

1 データベースファイルにサイズの大きいグラフィックを挿入す
る場合

限られたメモリ （RAM）量で複数のアプリケーションを同時に起動す
る場合は、キャッシュサイズを削減することをお勧めします。

FileMaker Pro で使用するキャッシュサイズを変更するには、次の操
作を行います。

1. FileMaker Pro で [FileMaker Pro] メニューから  [環境設定 ...] を選択
して、[メモリ ] タブをクリックします。

2. [ファイルキャッシュの変更 :] ボックスに数値を入力してから、
[OK] をクリックします。

次回 FileMaker Pro を起動すると、指定したキャッシュサイズが
使用されるようになります。
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この後の作業を開始するにあたって
FileMaker Pro のインストール終了後、アプリケーションで直ちに作
業を開始することができます。 実際の作業に取りかかる前に、以下
を参考にしてください。

1 データベースを初めてご使用になる方は、『FileMaker Pro ユー
ザーズガイド』の第２章「データベースの使用」および第３章
「データベースの作成」をお読みください。ここではデータベー
スの基本概念が説明されています。

1 FileMaker Pro を初めてご使用になる方は、『FileMaker Pro チュー
トリアル』のレッスンを行ってください。 チュートリアルの 
PDF ファイルとサンプルファイルは、「日本語エキストラ」フォ
ルダ内の「チュートリアル」フォルダにあります。

1 FileMaker Pro の使用経験がある方は、このガイドの第 4 章「新
機能」をお読みください。FileMaker Pro 11 で利用できる新しい
機能の概要が紹介されています。

1 FileMaker Pro Advanced をすでに利用しているユーザは、
『FileMaker Pro Advanced デベロップメントガイド 』および 
FileMaker Pro ヘルプを参照してください。
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第 4 章
新機能

この章では、FileMaker Pro  11 の新機能と改善点の概要について説
明します。これらの機能の詳細については FileMaker Pro ヘルプを参
照してください。

レポートおよび分析の改善
1 FileMaker グラフ － 統合されたグラフ作成ツールを使用して、
棒グラフ、線グラフ、面グラフ、および円グラフでグラフィカ
ルなデータの比較や対比ができます。 

1 レイアウトフォルダ － レイアウトをグループ化するフォルダの
作成、レイアウトの名前の変更、複製と削除、およびレイアウ
トポップアップメニューに表示するレイアウトとフォルダの選
択が、すべて [レイアウトの管理 ] ダイアログボックスから実行
できます。 

1 デフォルトのレイアウト表示 － 初めてレイアウトを開いた時に
表示されるデフォルト表示 (フォーム形式、リスト形式、表形
式 ) を設定できます。 

1 レイアウト / レポートアシスタントの強化 －アシスタントでは、
データのグループ化、および集計レポートを作成する機能がさ
らに効率化されました。

他のアプリケーションやデータソースとの
統合
1 定期的なインポート － Microsoft Excel や、タブおよび CSV など
のデータソースから、FileMaker Pro 11に自動的にデータをイン
ポートできます。ソースファイルの更新は、FileMaker Pro テー
ブルに反映されます。 
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1 Bento データのインポートを強化 (Mac OS) － Bento の日付およ
びタイムスタンプ書式を FileMaker Pro にインポートし、 
FileMaker Pro の日付およびタイムスタンプとしてデータを再
フォーマットできます。 さらに、Bento データソースから暗号化
された簡易リストフィールドをインポートできます。

1 インスタント Web 公開 － インスタント Web 公開で Web 上に公
開されたデータベースは、FileMaker Pro でデータベースを扱う
時と同じようなステータスツールバーを含みます。FileMaker グ
ラフは、インスタント Web 公開を使用して公開できます。

使いやすさの改善
1 スプレッドシートのような形式のデータの取り扱い － 使い慣れ
たスプレッドシート形式を使用して、表形式でフィールドやレ
コードを追加できます。 フィールドのソート、削除、非表示、
フィールドのデータタイプの変更、およびフィールドオプショ
ンを設定できます。 フィールド別に前部または後部グループを
追加してグループ化したレポートを表形式から作成できます。 

1 クイック検索 － ブラウズモードでレイアウト上の全フィールド
を検索できます。

1 インスペクタ － レイアウトモードで行う大半の編集作業がイン
スペクタで行うことができます。ひとつの場所でオブジェクト
設定の表示と修正ができます。 

1 ポータルフィルタリング － ポータルに表示される関連レコード
を指定するためにポータルにフィルタを追加できます。 

1 最近使ったファイルの消去 － ファイルメニューから [最近使っ
たファイルを消去 ] コマンドを使用して最近開いたファイルの
名前を消去できます。 

1 スナップショットリンク － 元の検索条件を実行した時とまった
く同じレイアウト、表示、ソート順を含むレコード ID の対象レ
コードを取得して保存し、電子メールで送信できます。
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1 テキストの強調表示 － レイアウト内で重要なテキストを見つけ
やすくするために強調表示することができます。 

1 クイックスタート画面の強化 － クイックスタート画面を使用し
てデータベースを素早く作成、変換、開くことができ、ローカ
ル、共有ファイル、お気に入りファイルを管理できます。
チュートリアルや FileMaker フォーラムなど、その他の役立つ情
報にもアクセスできます。 

アプリケーションの基盤
1 セキュリティの改善 － 総合的なセキュリティ計画の一環とし
て、他の FileMaker Pro ファイルが、保護されたソリューション
内のスキーマ (テーブル、レイアウト、スクリプト、および値
一覧 ) にアクセスすることを許可するかどうかを設定すること
ができます。バージョン 11 より前の FileMaker Pro でファイルを
開けないようにすることもできます。 

1 スクリプトによる検索条件における変数の使用 － 作成または編
集するスクリプトによる検索条件に、ローカル変数およびグ
ローバル変数を含めることができます。

1 レイアウト上での変数のマージ － ローカル変数またはグローバ
ル変数からの値を表示するマージ変数を作成できます。 いくつ
かの操作で、グローバルフィールドまたは非保存の計算フィー
ルドの代わりにマージ変数を使用できます。

1 SMTP による電子メールの送信における TLS のサポート － 電子
メールを SMTP で送信する場合、TLS (Transport Layer Security) 暗
号化を選択して、同じポート上で保護された接続と保護されて
いない接続の両方を可能にできます。 
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スクリプトステップ、スクリプトトリガ、
および関数
1 スクリプトの選択と編集の改善 : 

1 [スクリプト指定 ] ダイアログボックスに、スクリプトの追
加、編集、複製、および削除を行うボタンが追加されました。 

1 Windows では、スクリプトウインドウを FileMaker Pro のアプ
リケーションウインドウの外に移動することができます。 こ
れらのスクリプトウインドウ内のメニューで、スクリプトの
管理や編集が可能です。

1 起点情報 － ヘルプの各スクリプトステップ、スクリプトトリ
ガ、および関数の説明に、作成された FileMaker Pro のバージョ
ンが含まれます。

1 [レイアウトの管理を開く] スクリプトステップ － [レイアウトの
管理 ] ダイアログボックスを表示します。

1 [クイック検索の実行 ] スクリプトステップ － 指定したテキスト
または計算式の関数により返されたテキストに基づく１つまた
は複数の検索ワードに一致するレコードを検索します。 

1 [レコードをスナップショットリンクとして保存 ] スクリプトス
テップ － 対象レコードのセットを FileMaker Pro スナップショッ
トリンク (FPSL) ファイルに保存します。 

1 OnLayoutExit スクリプトトリガ － レイアウトから移動する前に
スクリプトを実行します。 

1 OnObjectValidate スクリプトトリガ － アクティブなオブジェクト
が検証または保存される前にスクリプトを実行します。

1 OnViewChange スクリプトトリガ － 表示形式（フォーム、リス
ト、表）が変更されたときにスクリプトを実行します。 

1 Get (アカウントアクセス権セット名 ) 関数 － データベースを開
く際に使用されるアカウントアクセス権セット名を返します。 

1 Get (アカウント拡張アクセス権 ) 関数 － 有効な拡張アクセス権
に対するキーワード一覧を改行で区切って返します。返される
一覧は、データベースファイルを開くのに使用されたアカウン
トに基づきます。
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1 Get (クイック検索テキスト ) 関数 － ユーザが [クイック検索 ] 
ボックスに入力したテキストを返します。 

1 次の関数とスクリプトトリガ名が変更されました。

1 Get (アクセス権セット名 ) 関数は、 Get (現在のアクセス権
セット名 ) に変わりました。

1 Get (拡張アクセス権 ) 関数は、Get (現在の拡張アクセス権 ) に
変わりました。

1 Get (ポータル行番号 ) 関数は、 Get (アクティブポータル行番
号 ) に変わりました。

1 OnLayoutLoad スクリプトトリガは、OnLayoutEnter に変わりま
した。

変更された機能
1 ユーザインターフェースの強化 (Mac OS) － Mac OS X の標準を
反映するために、Mac OS のダイアログボックスの外観と動作が
変更されました。 

1 デフォルトアクセス権セットの [利用できるメニューコマンド ] 
設定 － セキュリティのさらなる改善のために [利用できるメ
ニューコマンド ] のデフォルトのアクセス権セットの設定（新規
アクセス権セットを作成する際に使用）が [最小 ] になりました。 

FileMaker Pro 11 Advanced
1 カスタムメニューのユーザインターフェースの改善 － カスタム
メニューおよびカスタムメニューセットの作成と管理をより容
易にわかりやすくするために、ユーザインターフェースが強化
されました。

1 カスタム関数のコピー / 貼り付け (ペースト )/ インポート － カス
タム関数のコピー、貼り付け（ペースト）、インポート、および
ファイル間でもコピー、貼り付け（ペースト）、インポートでき
ます。

1 スクリプトデバッガの強化 － ボタンやカスタムメニュー項目か
ら呼び出されるスクリプトをデバッグします。 
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